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第11回

繫
ぎ
牛
舎
か
ら
ジ
ャ
ー
ジ
牛

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
へ
転
換

　

カ
ナ
ダ　

ケ
ベ
ッ
ク
州
ジ
ェ
ロ

ニ
コ
牧
場
で
は
元
々
繫
ぎ
牛
舎
で

搾
乳
し
て
い
ま
し
た
が
、
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
に
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
牛
舎
の
改
造
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
繫
ぎ
牛
舎
の
寸
法
か

ら
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
へ
の
変
更
は

サ
イ
ズ
上
の
問
題
か
ら
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
で
は
調
子
を
崩
す
牛
が
増
え

た
た
め
、
思
い
切
っ
て
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
よ
り

小
柄
な
ジ

ャ
ー
ジ
牛

を
飼
養
す

る
こ
と
に

決
め
、
移

行
期
間
は

約
７
年
か

か
っ
た
と

の
こ
と
で

し
た
。

　

総
頭
数

は
300
頭
、

搾
乳
牛
は

135
頭
、
分

娩
間
隔
は

395
日
で
淘

汰
率
は
25

％
の
実
績

で
す
。

　

ジ
ャ
ー
ジ
牛
を
飼
養
す
る
農
場

の
注
意
点
は
子
牛
の
管
理
に
あ
り
、

小
さ
い
こ
と
も
あ
り
風
邪
を
引
き

や
す
い
た
め
特
に
気
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
と
飼
料
給
与

の
自
動
化
で
１
人
酪
農

　

カ
ナ
ダ　

ケ
ベ
ッ
ク
州
ジ
ュ
ヌ

ヴ
ォ
ワ
ー
ズ
牧
場
は
、
２
０
０
８

年
に
火
災
を
起
こ
し
全
焼
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
歴

史
あ
る
農
場
の
た
め
再
建
を
目
指

し
、
当
初
の

倍
と
な
る
飼

養
頭
数
225
頭

の
う
ち
搾
乳

牛
115
頭
を
１

人
で
管
理
し

て
い
る
農
場

で
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｙ

（
Ａ
３
）
２

台
、
Ｒ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｃ
自

動
給
餌
機
、

Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｂ

Ｅ
Ｃ
自
動
餌

寄
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
自
動
化

出
来
る
も
の

は
全
て
自
動
化
し
、
オ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
し
て
１
人

で
経
営
可
能
な
牧
場
体
系
を
造
り

上
げ
ま
し
た
。

　

牧
場
主
の
奥
さ
ん
は
会
計
士
で
、

従
業
員
を
雇
う
と
１
人
当
た
り
の

時
給
が
15
＄
か
か
る
た
め
、
そ
れ

も
自
動
化
に
し
た
理
由
の
一
つ
で

し
た
。

　

サ
イ
レ
ー

ジ
は
、
屋
根

付
き
バ
ン
カ

ー
サ
イ
ロ
を

建
設
し
、
１

本
当
た
り
864

㎥
を
３
日
で

詰
め
込
み
ま

す
。
屋
根
が

あ
る
こ
と
で
、

天
候
を
気
に

せ
ず
品
質
も

良
く
、
上
に

か
け
る
ビ
ニ

ー
ル
シ
ー
ト

は
劣
化
し
な

い
の
で
２
年

は
使
う
こ
と

が
出
来
て
経

済
的
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

建
設
費
は

総
容
量
４
，３

　昨年実施した海外視察研修報告の４回目は、先進地である北米の畜舎の換
気やレイアウト、運営方法などについて紹介いたします。
　　　参加・報告者：営農部長　齋藤　哲範、営農企画事業課長　山岸　稔

第1

昨年実施した海外視察研修報告の４回目は 先進地である

1

北米の畜舎の換

第1

北米の畜舎の

搾乳は搾乳ロボット3基
（Fullwood社M2erlin） FSに転換した牛舎内

換

第

北米 畜舎

屋根付きのバンカーサイロ

バンカーサイロから粗飼料ダンプボックスへ搬入、それ以降はコントロールパネル内
に記憶されたメニュー・スケジュールに基づき、粗飼料と穀類がTMRされ給餌される

ＲＯＶＩＢＥＣ餌寄ロボット
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２
０
㎥
で
３
，６
０
０
万
円
な
の
で

日
本
の
建
設
費
よ
り
安
価
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
イ
レ
ー
ジ

取
り
出
し

に
も
気
を

遣
い
、
専

用
の
取
り

出
し
機
を

使
用
し
、

取
り
出
し

面
の
劣
化

を
防
ぐ
こ

と
を
第
一

に
考
え
て

い
る
と
の

こ
と
で
し

た
。

横
断
換
気
＆
三
元
交
配
で
年

間
５
，
０
０
０
ｔ
出
荷

　

ア
メ
リ
カ　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
の
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ト
デ
イ
リ

ー
の
農
場
主
は
父
か
ら
受
け
継
い

だ
フ
リ

ー
ス
ト

ー
ル
が

老
朽
化

の
た
め
、

増
頭
を

図
り
新

築
牛
舎

を
５
年

前
に
建

設
し
ま

し
た
。

　

新
築

前
は
200

頭
で
し

た
が
、

ア
イ
ダ

ホ
か
ら

200
頭
導

入
し
、

３
ヶ
月

以
内
に

全
て
が

分
娩
し

て
、
フ

ル
稼
働

と
な
り

ま
し
た
。

　

搾
乳

は
Ｌ
Ｅ

Ｌ
Ｙ
社
Ａ
４
を
８
台
（
搾
乳
回
数

は
3.2
〜
3.3
回
）・
乳
量
は
35
〜
36
㎏

／
日
で
、
小
さ
い
牛
を
作
り
た
い

と
い
う

理
由
で

全
て
ク

ロ
ス
ブ

リ
ー
デ

ィ
ン
グ

※

を
実

施
し
、

465
頭
の

経
産
牛

を
飼
養
し
て
い
ま
す
。
交
配
順
序

は
ホ
ル×

ジ
ャ
ー
ジ
＝
Ｇ
１
↓
Ｇ

１×

ス
エ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ド
＝

Ｇ
２
↓
Ｇ
２×

ホ
ル
＝
Ｇ
３
↓
Ｇ

３×

ホ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク

ロ
ス
の
牛
は
効
率
が
良
く
、
ホ
ル

の
時
よ
り
平
均
産
次
数
が
2.3
↓
3.0

に
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
乳
量

も
高
く
、
繁
殖
成
績
が
良
い
、
肢

蹄
が
強
い
、
乳
房
炎
が
少
な
い
こ

と
も
特
徴
的
で
し
た
。
畜
舎
換
気

は
横
断
換
気
を
採
用
し
、
換
気
扇

と
カ
ー
テ
ン
が
連
動
し
た
全
自
動

管
理
で
、
牛
舎
内
温
度
が
４
℃
以

下
に
な
る
と
カ
ー
テ
ン
が
閉
ま
り
、

天
井
裏
の
暖
か
い
空
気
を
入
れ
る

仕
組
み
で
し
た
。

　

糞
尿
は
１
年
分
が
貯
蔵
可
能
な

地
下
ピ
ッ
ト
で
、
ス
ラ
ッ
ト
床
に

除
糞
ロ
ボ
ッ
ト
２
台
を
設
け
て
い

ま
す
。

※

こ
の
農
場
の
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

は
、
確
立
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く

独
自
の
手
法
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

個
体
乳
量
１
５
，０
０
０
㎏

の
牛
群

　

ア
メ
リ
カ 

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州

の
デ
イ
ビ
ッ
ド
牧
場
は
搾
乳
牛
600

頭
、
搾
乳
回
数
は
３
回
で
乳
量
48.2

〜
49.5
㎏
／
日
の
生
産
規
模
を
誇
り

ま
す
。 

　

飼
料
は
１
日
１
回
の
給
与
で
す

が
、
餌
寄
は
45
分
お
き
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｓ
の
３
ロ
ー
で
、

乳
量
を
高
め
る
目
的
で
ベ
ッ
ド
数

の
53
％
過
密
で
飼
養
し
て
い
ま

す
。
理
由
は
、
密
度
が
高
い
と
互

い
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
な
る
か
ら

で
、
最
大
の
密
度
は
60
％
増
ま

で
、
さ
ら
に
連
ス
タ
を
使
う
こ
と

で
隣
の
牛
に
邪
魔
を
さ
れ
ず
し
っ

か
り
と
食
べ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

こ
の
方
法
は
と
て
も
難
し
く
、

過
密
過
ぎ
る
と
失
敗
す
る
こ
と
と

な
り
、
栄

養
や
環
境

な
ど
様
々

な
課
題
を

取
り
除
く

必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

換
気
は

横
断
換
気

を
導
入
し

て
お
り
、

風
速
は
時

速
約
25

㎞
、
照
明

は
24
時
間

点
灯
、
乾

物
摂
取
量

は
26.1
〜
27

㎏
／
日
。

新
鮮
な
餌

横断換気のFS内とTMR粒子 屋根裏からの入気口
除糞ロボット
（LELY社ディスカバリー）

ボブキャットによる餌寄作業綺麗な乳頭清拭タオルと経営主

畜舎と看板のカウ・モデル（世界地図入り）三元交配の牛と横断換気のFS
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で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ

を
作
る
た
め
、
特
に
ア
ミ
ノ
酸
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
メ
プ
ロ
ン
を

与
え
、
飼
料
効
率
を
高
め
て
い
ま

す
。

生
産
性
を
高
め
、

周
辺
地
域
へ
も
配
慮

　

ア
メ
リ
カ　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
の
ポ
ン
デ
ロ
ー
サ
デ
イ
リ
ー
の

規
模
は
５
，５
０
０
頭
搾
乳
で
、
72

ポ
イ
ン
ト
の
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ

ー
で
搾
乳
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
は
６
名
で
１
日
に
182
ｔ
も

の
搾
乳
を
行
い
、
年
間
出
荷
量
は

６
６
，０
０
０
ｔ
を
誇
り
ま
す
。

　

こ
の
牧
場
の
構
内
道
路
は
全
て

舗
装
さ
れ
、
衛
生
的
な
管
理
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
事
務
所
に
は
受

付
が
あ
り
、
農
場
の
歴
史
か
ら
現

在
の
生

産
状
況

ま
で
が

分
か
る

展
示
場

が
設
置

さ
れ

て
お
り
、

視
察
な

ど
に
も

快
く
対

応
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

糞
尿
処
理
に
つ
い
て
も
バ
イ
オ

ガ
ス
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
臭
気

対
策
を
行
う
こ
と
で
、
周
辺
地
域

や
視
察
等
の
来
場
者
に
対
し
不
快

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
な
い
様
に

配
慮
し

つ
つ
、

環
境
対

策
を
Ｐ

Ｒ
し
て

い
ま
し

た
。

90
人
の
社
員
で
年
間

１
２
５
，
６
０
０
ｔ
出
荷

　

ア
メ
リ
カ　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
の
ミ
ル
ク
ソ
ー
ス
ロ
ー
ザ
ン
デ

ー
ル
デ
イ
リ
ー
は
ジ
ョ
ン
と
ジ
ム
、

ト
ッ
ド
の
３
人
に
よ
る
共
同
経
営
。

３
人
は
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の

同
級
生
で
、
ジ
ョ
ン
の
両
親
は
１

９
６
５
年
に
30
頭
か
ら
酪
農
を
始

め
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
搾
乳
頭
数
は
４
０
，０

０
０
頭
、
総
飼
養
頭
数
は
７
０
，０

０
０
頭
で
今
回
の
視
察
場
所
は
９
，

０
０
０
頭
搾
乳
を
し
て
い
る
牧
場

で
し
た
。

　

こ
の
牧
場
で
の
約
束
は

①
ス
ト
レ
ス
回
避

②
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

③
搾
乳
中
の
群
移
動
は
１
回

④
口
笛
や
音
楽
は×

の
４
点
で
す
。

　

乳
量
は
１
日
344
ｔ
で
年
間
１
２

５
，６
５
１
ｔ
を
出
荷
し
、
個
体
乳

量
は
40.5
㎏
の
高
泌
乳
量
で
す
。
平

均
産
次
数
は
2.7
産
で
、
乳
牛
は
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
で
管
理
す
る
た
め

乳
検
は
未
実
施
で
し
た
。

　

雇
用
状
況
に
つ
い
て
、
従
業
員

１
人
当
た
り
基
準
飼
養
頭
数
は
100

頭
で
、
入
社
１
年
目
は
搾
乳
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
２
年
目
以
降
は
他

の
作
業
に
も
配
置
さ
れ
ま
す
。
優

秀
な
社
員
は
10
年
で
牧
場
長
ま
で

昇
格
し
ま
す
。
こ
の
牧
場
は
特
に

福
利
厚
生
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

初
年
目
の
給
与
は
平
均
で
435
万
円
。

有
給
休
暇
も
１
年
目
で
７
日
、
11

年
目
に
な
る
と
２
ヶ
月
を
与
え
て

い
ま
す
。
有
給
休
暇
は
絶
対
に
消

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
家
族
の
た

め
と
、
不
在
時
の
従
業
員
育
成
に

つ
な
が
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

ボ
ー
ナ
ス
も
役
員
に
よ
り
収
支
状

況
か
ら
決
め
、
１
年
目
の
搾
乳
者

は
92
万
円
く
ら
い
で
、
年
数
と
働

き
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
、
最
も
高

い
給
与
は
２
，３
０
０
万
円
に
も
な

り
ま
す
。
従
業
員
に
対
し
手
厚
く

感
謝
を

示
す
こ

と
で
長

期
に
わ

た
っ
て

勤
務
し

て
も
ら

え
る
と

の
事
で
、

勤
続
５

年
で
の

表
彰
制

度
も
あ

り
ま
し

た
。

見学室からみた72Pロータリーパーラー

80Pのロータリーパーラーが2基 間口120m長さ650mのFSが2棟

強制換気の大型ベンチレーター 見学室に展示された農場の模型
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大
型
酪
農
牧
場
を
観
光
牧
場

に
変
え
た
新
た
な
経
営

　

ア
メ
リ
カ　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

の
フ
ェ
ア
オ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
は

１
９
９
９
年
に
大
型
牧
場
経
営
を

開
始
し
ま
し
た
。
経
産
牛
１
３
，０

０
０
頭
を
飼
養
し
、
３
回
搾
乳
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
牧
場
は
シ
カ
ゴ
か
ら
車
で

約
１
時
間
弱
の
場
所
に
あ
り
、
国

道
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

牧
場
の
取
り
組
み
を
一
般
の
人
々

に
教
育
す
る
施
設
を
設
け
、
酪
農

作
業
の
擬
似
体
験
が
出
来
る
観
光

牧
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
も
人
気

が
あ
り
、
牧
場
内
見
学
と
し
て
専

用
バ
ス
を
走
ら
せ
、
Ｆ
Ｓ
内
や
ロ

ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
で
の
搾
乳
見

学
の
ほ
か
、
飼
料
作
物
や
糞
尿
処

理
ま
で
ガ
イ
ド
が
説
明
し
て
く
れ

ま
す
。

　

牧
場
に
隣
接
す
る
場
所
に
は
、

フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
や
酪
農
作

業
の
擬
似
体
験
施
設
、
酪
農
ギ
フ

ト
シ
ョ
ッ
プ
、

乳
製
品
加
工

場
、
滞
在
ホ
テ

ル
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど

を
設
け
、
体
験

型
教
育
フ
ァ
ー

ム
の
運
営
も
行

っ
て
い
ま
す
。

ファームレストラン・ギフトショップ

牛のメリーゴーランド

ミルカーの装着体験

分娩スタジアムから見たステージ牛乳パックをモチーフとした遊具

スタックをイメージしたトランポリン

アドベンチャー
ツアーの概要写真

フェアオークスファーム施設地ホルスタイン柄の専用バスで牧場へ

車内から見たFS内（中央給餌通路走行） 建物のシャッター内に停車休日で、家族連れが大勢見学していた

手すりが生乳の流れるパイプライン 2階見学室から70Rパーラーを見学雪山の様なスタックサイロ
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日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
主
催
の
第
４
回
全
国

自
給
飼
料
生
産
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
酪
農
放

牧
部
門
で
、
西
春
別
支
所
及
川
哲
夫
さ
ん
・
育
子

さ
ん
夫
婦
が
農
林
水
産
省
生
産
局
長
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
飼
料
基
盤
に
立
脚
し

た
優
れ
た
経
営
事
例
を
表
彰
・
紹
介
す
る
こ
と
で

自
給
飼
料
基
盤
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

及
川
さ
ん
は
、
放
牧
専
用
地
が
18 

ha
で
15
牧
区

に
編
成
し
、
１
日
滞
牧
の
集
約
的
利
用
を
し
て
お

り
、
放
牧
時
間
は
昼
間
の
み
の
利
用
で
、
約
半
月

で
１
周
し
、
更
に
３
番
草
の
兼
用
地
を
40 
ha
と
多
く
し
て
、

１
番
草
収
穫
後
と
２
番
草
収
穫
後
に
放
牧
利
用
し
て
い
ま

す
。
放
牧
地
の
草
種
は
チ
モ
シ
ー
と
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ

ス
、
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
の
混
播
草
地
で
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
放
牧
酪
農
検
討
会
」
の
推
進
役
と
し

て
放
牧
の
利
点
を
深
く
認
識
し
放
牧
推
進
に
努
め
て
お
り
、

地
域
酪
農
の

健
全
な
推
進

へ
の
方
途
を

目
指
し
た
モ

デ
ル
経
営
と

し
て
の
役
割

も
果
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

別
海
本
所
会
議
室
で
４
月
25

日
、
道
東
あ
さ
ひ
吾
久
里
塾
の

第
５
期
生
と
し
て
、
最
多
の
39

名
（
職
員
16
名
含
む
）
が
新
た

に
入
塾
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
講
式
の
講
話
で
原
井
組
合
長
は
、

「
時
代
の
諸
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
都

会
の
人
た
ち
が
憧
れ
を
抱
く
よ
う
な
立
派

な
牧
場
経
営
者
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

式
に
続
き
第
１
回
目
の
講
座
で
は
、
当

Ｊ
Ａ
の
齋
藤
営
農
部
長
が
Ｊ
Ａ
組
織
や
事

業
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
今
後
は
普

及
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
２
年
間
で
21
回
の
講

座
や
管
外
視
察
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

全国自給飼料生産コンクール
及
川
哲
夫
・
育
子
夫
婦
が

農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
受
賞
!!

立
派
な
牧
場
経
営
者
を

目
指
し
て

道東あさひ吾久里塾
第５期生開講式

あ　ぐ　り

受講生にエールを送る原井組合長

第1回理事会報告　平成30年4月21日開催
議案第１号　　監事及びＪＡ全国監査機構への決算関係書類の提出について
議案第２号　　第９回通常総会の招集について
議案第３号　　税効果積立金の取り崩しについて
議案第４号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の実施について
議案第５号　　平成30年度草地整備事業の実施について
議案第６号　　平成29年度鳥獣被害防止総合対策事業に係る固定資産の取得に
　　　　　　　ついて
議案第７号　　平成29年度労働保険事務組合勘定の徴収と納付状況について

協議事項１　　第９回通常総会議長選出について
協議事項２　　地区懇談会の開催について
協議事項３　　農業者年金協議会代議員の推薦について
協議事項４　　根室市農業再生協議会委員の推薦について
協議事項５　　根室市酪農と都市女性とのふれあい事業推進協議会役員の推薦
　　　　　　　について
協議事項６　　根室市水道事業及び下水道事業運営委員会委員の推薦について

報告事項１　　平成29年度内部監査活動報告について
報告事項２　　平成30年度監事監査基本方針及び監事監査年間計画について
報告事項３　　組合員の動向（３月末）について
報告事項４　　員外利用状況について
報告事項５　　反社会的勢力排除対応管理先に係る対処方針について
報告事項６　　苦情等対応状況及び従業員の交通違反と交通事故について

報告事項７　　平成30年度労働協約及び労使協定の締結について
報告事項８　　融資審査会の結果について
報告事項９　　平成29年度自己査定結果に基づく貸倒引当金の計上について
報告事項10　　平成29年度資産査定結果に基づく外部出資等損失引当金の繰入
　　　　　　　について
報告事項11　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の処理
　　　　　　　状況について
報告事項12　　余裕金運用の実績報告について
報告事項13　　平成30年度長期共済推進計画について
報告事項14　　特定組合員実績（３月末）について
報告事項15　　平成30年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導
　　　　　　　入事業）に係る実施希望者の選定について
報告事項16　　ＪＡ道東あさひ青色申告会平成29年度分農業所得税並びに消費
　　　　　　　税の申告状況について
報告事項17　　平成29年度搾乳中止者について
報告事項18　　根室地区酪対役員会の結果について
報告事項19　　販売事業実績（３月末）について
報告事項20　　平成29年度理事との家畜売買（利益相反）取引額の実績につい
　　　　　　　て
報告事項21　　パスチャライザー購入助成事業実績報告について
報告事項22　　平成29年度生乳生産量の階層別分布表について
報告事項23　　購買事業実績（３月末）について
報告事項24　　行事予定について
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３
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ジ
ュ
ニ
ア

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
第
28
回
通
常
総
会
が
、

本
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
宣
言
に

続
き
、
出
席
者
全
員
で
「
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
誓
い
」
を
朗
唱
し
た
後
、

下
町
運
営
委
員
長
か
ら
開
会
挨
拶
が
あ
り
、

議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、
平
成
30
年

度
事
業
計
画
（
案
）
な
ど
全

て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
２
名
の
新
規
会

員
が
お
り
、
計
21
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
様

な
ら
ど
な
た
で
も
入
れ
ま
す
。
新
規

会
員
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

牧
場
の
概
要
と
し
て
、
飼
養
頭
数
145

頭
（
経
産
75
頭
、
未
経
産
70
頭
）
の
つ

な
ぎ
牛
舎
で
、
１
頭
当
た
り
の
平
均
乳

量
は
１
０
，０
０
０
㎏
弱
／
年
。
体
型
審

査
で
は
生
涯
頭
数
で
45
頭
も
の
Ｅ
Ｘ
牛

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

共
進
会
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
牧
場

で
あ
り
、
体
型
・
資
質
に
富
ん
だ
牛
た

ち
が
数
多
く
牛
群
に
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。
牛
舎
の
ど
の
牛
を
見
て
も
寝
起
き

に
不
自
由
さ
を
感
じ
さ
せ
る
牛
は
１
頭

も
見
ら
れ
ず
、
健
康
的
な
牛
た
ち
が
揃

っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
中
で

も
平
成
15
年
生
ま
れ
（
14
歳
）
の
牛
が

い
ま
だ
に
現
役
で
牛
群
に
い
た
の
が
印

象
に
強
く
、
牛
の
状
態
を
見
て
も
乳
房

底
面
が
高
く
、
蹄
も
丈
夫
で
ま
だ
ま
だ

牧
場
に
貢
献
し
て
く
れ

そ
う
で
す
。

　

質
疑
応
答
の
場
で
は
、

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
多
く
の
質

問
に
１
つ
ず
つ
丁
寧
に

答
え
て
い
た
だ
き
、
活

性
化
会
員
に
と
っ
て
充

実
し
た
視
察
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

新
規
会
員
も
随
時
募
集
中
！

JHC 第28回通常総会

ジュニアホルスタインクラブに関するお問い合わせは
ＪＡ道東あさひ別海本所　生産部家畜改良課
 　　　　　　　　TEL（０１５３）７５－２２０３ 

中川氏を囲んで集合写真快適な印象の牛舎内

平成15年生まれ
センターランド T アシリー ボス 号

活動紹介：視察研修で搾乳に挑戦！

乳牛改良同志会
活性化事業部会
優良農家視察研修

JA 道東あさひ乳牛改良同志会活性化事業部会では、4月 6
日に根室支所組合員の中川佳代牧場の視察を行いました。

報告：生産部家畜改良課　石黒　呼人
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雑草が多いほ場の一番草収穫
　

い
よ
い
よ
牧
草
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。

　

取
り
付
け
道
路
の
整
備
、
ほ

場
出
入
口
の
枝
払
い
、
サ
イ
ロ

と
周
辺
の
整
備
、
資
材
の
調
達

…

な
ど
準
備
万
端
に
整
え
て
、

事
故
の
無
い
よ
う
作
業
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　
リ
ー
ド
の
収
穫
目
安
は
６
月
10
日

　

採
食
量
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、

地
下
茎
型
イ
ネ
科
草
種
が
優
先

す
る
草
地
を
早
め
に
収
穫
す
る

場
面
が
あ
り
ま
す
（
写
真
、
図

１
）。

　

リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス

（
和
名
・
ク
サ
ヨ
シ
）
の
利
用

効
果
が
高
い
の
は
、
出
穂
直
前

の
穂
ば
ら
み
期
の
収
穫
で
す
。

根
室
管
内
の
調
査
に
よ
る
と
、

１
番
草
で
は
６
月
10
〜
15
日
頃

で
、
草
丈
80
㎝
が
目
安
で
す
。

　
早
刈
り
の
注
意
点

　

根
室
管
内
で
早
刈
り
す
る
場

合
、
年
に
よ
っ
て
は
１
番
草
収

穫
時
の
天
候
が
安
定
し
な
か
っ

た
り
、
３
番
草
ま
で
収
穫
し
て

も
年
間
収
量
が
や
や
減
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

２
番
草
以
降
も
採
草
利
用
す
る

場
合
、
３
番
草
ま
で
の
収
穫
が

必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
事
例
を
図
２

に
ま
と
め
ま
し
た
。

い
つ
も
よ
り
早
め
の
準
備
を
！

　

サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
す
る
場
合

は
、
水
分
を
75
％
以
下
に
落
と

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

理
由
は
、
水
分
が
75
％
を
超

え
る
と
発
酵
品
質
が
極
端
に
低

下
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
で
す
。

特
に
地
下
茎
型
イ
ネ
科
草
種
は
、

乳
酸
菌
が
利
用
で
き
る
単
少
糖

含
量
が
少
な
い
た
め
、
乳
酸
発

酵
が
進
み
に
く
い
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　

天
候
が
ぐ
ず
つ
く
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
、
細
切
サ
イ

レ
ー
ジ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

ギ
酸
を
用
意
し
て
お
く
の
も
選

択
肢
の
一
つ
で
す
。

　

開
花
ま
で
の
期
間
は
、
収
穫

が
遅
れ
る
と
草
量
が
増
え
て
乾

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
早
め
に

収
穫
で
き
る
よ
う
収
穫
準
備
も

早
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
や
利
用
組
合
の
場
合

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
で
あ
れ
ば
、

比
較
的
利
用
者
が
少
な
い
時
期

の
収
穫
に
な
り
ま
す
。
雑
草
の

多
い
ほ
場
を
選
ん
で
ス
ポ
ッ
ト

的
な
早
刈
り
利
用
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
作
業
機
の
稼
働
率
を
高

め
る
上
で
、
繁
忙
期
以
外
の
受

注
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
に
と
っ
て

も
利
点
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り

の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
に
相
談
し
て

み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
利
用
組
合
で
は
図
３

の
よ
う
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ

り
ま
す
。
１
回
目
の
収
穫
時
に

雑
草
が
多
い
ほ
場
を
優
先
的
に

収
穫
し
、
２
回
目
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
植
生
の
良
い
草
地
や

新
播
草
地
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
収
穫
時
期
を
２

回
に
分
け
る
こ
と
で
、
悪
天
候

に
よ
る
収
穫
リ
ス
ク
を
分
散
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
収
穫
を
分
業
化

し
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
意

見
調
整
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進

め
て
い
く
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

早
く
刈
る
と
採
食
量
が
驚
く

ほ
ど
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

給
与
時
は
、
い
つ
も
よ
り
多
め

の
給
与
量
に
な
る
こ
と
を
お
忘

れ
な
く
！

リードカナリーグラス
出穂期

リードカナリーグラス
出穂期

シバムギの倒伏シバムギの倒伏

写真　こうなる前に収穫

図2　雑草を早刈りする場合に考慮すること

図1　牧草収穫のタイミング

　10㎝程度の刈り高を確保したり、ウィンド
ロウを平らで広めの形状にするなど、原料草
が乾きやすい条件を整え予乾を十分行う。予
乾が不十分な場合は、適切な添加剤を利用す
る。
　リードの早刈り草地はすぐに追肥を行い、
収穫後40日（８月に入る前）に２番草を収穫
する。３番草の収穫は、通常の２番草の収穫
タイミングの最後に行う。
　春の施肥やスラリー散布が遅れたり、スラ
リーの散布量が多い場合は、早刈りを避ける。

１.

２.

３.

早

遅
牧草
主体草地

雑草割合が
高い草地

難防除雑草
（5月に収穫）

・メドウフォックステイル
・ハルガヤ

・リードカナリーグラス
・シバムギ

・オーチャード
・チモシー

図3　収穫ローテーションの工夫事例

１回目
A
農 場

B
農 場

早刈り

C
農 場

D
農 場

適期刈り

２回目
A
農 場

B
農 場

適期刈り

C
農 場

D
農 場

遅刈り
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ガレガ安定栽培をめざした草地管理のポイント
根釧農業試験場　草地研究部　飼料環境グループ　中村　直樹

　ガレガは地下茎型のマメ科牧草です。地下茎を発達させ一旦定着すると長期にわたって良好な植
生の維持が期待できます。しかし初期生育が劣り定着が不安定であること、翌年の収量を大幅に低
下させる刈取危険帯が存在することが問題とされています。
　今回、北農研センターとホクレン、根釧農業試験場でとりまとめた研究成果をもとに根釧地域に
おいてガレガの栽培安定性を高めるためのポイントを紹介します。

1．播種当年の管理ポイント
　根釧地域は降雪が少なく土壌凍結が深く入るなど冬
季の気象条件が厳しい地域です。今回の試験でも土壌
凍結を深くする処理を設定した場合は翌年の1番草収
量が劣り、ガレガ生育に影響を及ぼすことが分かりま
した。このような環境でガレガを安定的に定着させる
ためには、播種当年の越冬前までに一定の生育量を確
保することが重要です。定着に必要な地下茎の発達は
越冬前草丈30㎝から認められ、その草丈を確保する
のに必要な有効積算気温は1079℃であることが分か
りました（図1）。必要な有効積算気温を確保するため
の播種晩限を過去20年間の気象データから成功確率
90%で計算すると6月29日となります。根釧地域で播種する場合には6月下旬までに播種すること
が必要です。

2．播種翌年の管理ポイント
　播種翌年以降のガレガの維持には、刈取方法が大きく影
響します。刈取高さを3段階（5㎝、10㎝、15㎝）にして
収量を調査したところ、5㎝区では10㎝、15㎝区に比べ
て翌年のガレガ収量が減少した一方で雑草収量が増加する
ことが分かりました（図2）。また最終刈取り後から生育
停止までの有効積算気温が200℃以上の場合に翌年のガレ
ガ乾物収量が減少したことから、過去20年間の気象条件
をもとに計算すると根釧地域でのおおよその刈取危険帯は
8月中旬から9月下旬までと推察できます。根釧地域でガ
レガを栽培する場合には、刈取高さ10㎝以上で最終刈取
時期は8月中旬から9月下旬までを避けることが推奨され
ます。

3．まとめ
　上記以外の項目を含めた研究成果を表1にまとめまし
た。根釧地域でガレガを安定的に栽培するためには播種
は6月下旬までとすること、播種翌年以降もガレガの生
育を阻害しないよう刈取高さと時期に注意することが必
要になります。
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●【酪・専】入学式が行われました
　４月９日（月）、平
成30年度入学式が本校
体育館で行われ、普通
科111名、酪農経営科
11名、農業特別専攻科
６名が新たに入学を許
可され、多くの来賓の
方々が見守る中、厳粛に入学式が挙行されました。ま
た、入学式の中では、在校生有志の「校歌隊」による
校歌が披露され、会場から大きな拍手を受けました。
今年度は、全日制生徒302名、専攻科学生12名の計
314名がこの学び舎で学んでいきます。

●【酪農経営科】農業クラブ紹介
　４月10日（火）、新入
生と在校生の対面式が行
われ、全校生徒が一堂に
会しました。
　その中で、農業クラブ
活動の紹介も行われ、酪
農経営科で行われる農業
鑑定競技の説明をクイズ
形式でわかりやすく紹介しました。酪農経営科の入学
生にはもちろん、普通科生徒にも農業クラブ活動に関
心を持ってもらえる良い機会となりました。

●【酪農経営科】クラス内意見発表が終了
　４月17日（火）、18日（水）の２日間にわたり、１
年生から３年生の各クラスでクラス代表を選出するた
めの、意見発表会が行われました。
　春休み中に自分の考えをまとめ、クラス全員の前で、
酪農経営に関わることや環境問題、地域連携に関する
こと等を発表するとともに、発表に対する質疑応答を
通してお互いの理解を深めました。この後、各クラス
４名ずつを選出し、５月８日（火）に行われる校内意
見発表大会に臨みます。

●「農業特別専攻科」新入生歓迎会を実施
　農業特別専攻科では４
月９日（月）に６名の新
しい仲間を迎えました。
　新入生は、それぞれ出
身や経歴は異なりますが、
これから２年間、同じ学
舎で同胞とともに学んで

いく決意や希望に満ちた様子でした。また、同日には
学友会主催による新入生歓迎会が行われました。２年
目学生が短い準備時間の中でプロフィール冊子を作成
し、各学年お互いの経歴を自己紹介するなど、なごや
かな雰囲気で歓迎会が実施されました。
　これから２年間、専攻科の学生として学ぶ中で、地
域を担う農業者として、さらにステップアップしてい
ただきたいと思います。

●「農業特別専攻科」春季交通安全講習会を実施
　４月11日（水）に春季
交通安全講習会を実施し
ました。講師に中標津警
察署より、山根 好章様を
お迎えして、「管内交通
事故発生状況」や、「飲
酒運転による人生設計へ
の影響」に関して講義をしていただきました。また、
過去に専攻科の学生が１名事故で亡くなっており、二
度とそのようなことが起こらないことを願い、全員で
黙祷を行いました。
　講義終了後には車両の点検と事故防止についての指
導を受けました。
　学生からは、「運転するということは時に被害者に
も加害者にもなりうるのでルールを守れる運転手にな
りたい」、「日頃より自家用車に愛着を持ち、点検を怠
らないように心掛けたい」
といった感想が聞かれまし
た。　
　毎日の交通安全に対する
意識を改めて考え直す良い
きっかけとなりました。

●農業専門教科担当スタッフ紹介
　人事異動に伴い、職員の転出、転入が
ありました。
【酪農経営科】
科長　中村地平（乳加工・酪農経営科３年担任）
教諭　平岡賢一（畜産）
教諭　明石　哲（畜産・酪農経営科２年担任）
教諭　佐藤　信（畜産・酪農経営科１年担任）
実習担任教諭　高橋克宣（野菜）
実習助手　町田大樹（乳加工・草花）大野農業高校より
＜異動＞ 教諭　大村竜二　旭川農業高校へ

【農業特別専攻科】
科長　菊地昭吾（畜産・専攻科２年担任）
教諭　寺内まどか（畜産・専攻科２年副担任）
教諭　八重樫真由美（畜産・専攻科１年担任）
教諭　樋口達也（畜産・専攻科１年副担任）

入学式の様子

農業クラブ行事の説明

講習会の様子

車両点検の様子

新入生歓迎会の様子
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乳牛

乳牛

区　　分 3　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
327,851t

102.4%

67,812t

102.4%

30,226t

103.9%

7,906t

103.9%

5,426t

108.7%

12,788t

101.7%

4,106t

104.6%

3,797,530t

100.2%

792,952t

100.8%

354,271t

101.3%

91,399t

102.3%

62,689t

105.4%

151,601t

99.2%

48,583t

101.1%

4.01%

4.00%

4.06%

4.06%

4.07%

4.06%

4.00%

3.98%

4.04%

4.07%

4.10%

4.08%

4.13%

4.10%

8.81%

8.81%

8.76%

8.76%

8.76%

8.75%

8.76%

8.74%

8.78%

8.78%

8.75%

8.74%

8.75%

8.76%

8.02円

6.54円

8.02円

6.54円

8.02円

6.54円

8.02円

6.54円

8.02円

6.54円

8.02円

6.54円

8.02円

6.54円

36.37円

35.89円

36.78円

36.42円

36.85円

36.38円

36.29円

35.74円

36.57円

36.49円

37.12円

36.60円

37.45円

36.77円

50.44円

49.94円

50.17円

49.65円

50.17円

49.61円

50.17円

49.57円

50.29円

49.77円

50.14円

49.56円

50.11円

49.65円

3.72円

3.74円

3.77円

3.79円

3.72円

3.78円

3.73円

3.82円

3.73円

3.79円

3.67円

3.77円

3.79円

3.73円

99.12円

96.11円

99.30円

96.39円

99.32円

96.31円

98.77円

95.67円

99.18円

96.58円

99.52円

96.47円

99.93円

96.69円

3月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

5
番

6
番

4
番

3
番14日  

4
番

3
番

2
番

1
番16日  

5
番

4
番

3
番

2
番23日  

7
番

5
番

4
番

3
番30日  

8
番

7
番

6
番

4
番6日  

9
番

8
番

7
番

6
番13日  

6
番

7
番

5
番

4
番14日  

1
番

9
番

8
番

7
番20日  

3
番

1
番

9
番

8
番27日  

6　

月

5　

月

【全体運】珍しく神経質になりがち。やた
　らと後ろ向きな発想をしやすいので、意
　識してプラス方向にとらえるのが賢明
【健康運】運動不足で太りやすい。クヨク
　ヨもＮＧ
【幸運の食べ物】ジャガイモ

【全体運】楽しいことに縁あり。飲み会や
　旅行などに誘われたら、気軽に参加して
　みるとラッキー。芸術鑑賞も良い刺激に
【健康運】適度な気晴らしが健康キープの
　ポイント
【幸運の食べ物】ゴボウ

【全体運】親しい人に対して、つい口うる
　さくなってしまう気配。見守る姿勢を大
　切に。リラックスするには足湯がベスト
【健康運】開運には不規則な生活習慣の改
　善が必要
【幸運の食べ物】メロン

【全体運】コミュニケーション運が活性化。
　初対面の人とも楽しく話が弾みそう。人脈
　を広げた分、チャンスも広がります
【健康運】姿勢を正せば健康面にうれしいご
　褒美あり
【幸運の食べ物】アジ

【全体運】意地を張りやすい傾向大。人の意
　見やアドバイスには素直に耳を傾けた方が
　好結果に。開運には土いじりが有効
【健康運】無理をしがち。疲れたら、十分な
　休息を
【幸運の食べ物】ワカメ

【全体運】フットワークが軽くなる月。興
　味を引かれることに即チャレンジするな
　ど、スピーディーな行動を。スポーツも◎
【健康運】快適に過ごせます。大いに体を
　動かして
【幸運の食べ物】ニンニク

【全体運】あれこれ考えすぎてしまいそう。
　肩の力を抜き、気楽に構えましょう。リフ
　レッシュには森林浴やハイキングへ
【健康運】小さなけがに注意。慎重に行動す
　ること
【幸運の食べ物】モズク

【全体運】勢いがあるときはいいけれど、
　小さなことでつまずきやすい暗示。失敗
　を引きずらず、サッと気持ちを切り替えて
【健康運】ストレス解消には軽い体操が効
　果的です
【幸運の食べ物】コゴミ

【全体運】ゆったり過ごせる期間です。好き
　なことに意識を向け、のんびり自分の時間
　を満喫しましょう。散歩もお勧め
【健康運】栄養バランスに配慮すると、さら
　に好転
【幸運の食べ物】トリガイ

【全体運】積極性が高まる兆し。未経験の
　分野でも前向きにトライすれば、手応え
　がありそう。体を動かすことにもつき
【健康運】体力アップを図る好機。より健
　康体に
【幸運の食べ物】ゼンマイ

【全体運】面倒見の良さを発揮することで、
　対人面に好影響が。持ち前の社交性を生
　かして。気分転換には音楽鑑賞が最適
【健康運】軽いスポーツを楽しむと体調に
　好変化が
【幸運の食べ物】キャベツ

【全体運】知的好奇心を刺激されやすい時期。
　やってみたいことがあれば、じっくり情報
　収集を。ネット関連の事柄も幸運
【健康運】スキンケアを丁寧に。調子が上向
　きそう
【幸運の食べ物】カツオ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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先
月
は
14
日
に
最
大
震
度
５
弱
、

24
日
に
は
震
度
４
と
比
較
的
大
き

な
地
震
が
根
室
地
方
に
お
い
て
観

測
さ
れ
、
驚
か
れ
た
組
合
員
の
皆

様
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

過
去
に
も
釧
路
沖
地
震
や
東
方

沖
地
震
な
ど
震
度
６
以
上
の
地
震

を
経
験
し
て
い
る
根
室
地
方
で
す

が
、
津
波
堆
積
物
等
の
調
査
か
ら

今
後
30
年
以
内
に
40
％
の
確
率
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
巨

大
地
震
が
起
こ
る
と
の
報
道
も
あ

り
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
少

な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

食
料
な
ど
の
備
蓄
も
重
要
で
す

が
、
地
震
が
起
き
た
「
そ
の
時
」

に
ど
う
命
を
守
る
か
家
族
で
事
前

に
話
し
合
い
、
不
安
を
払
拭
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
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